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心を込めて

梱包作業を行い、
全国に発送しました



2なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

　
７
月
22
日
㈮
農
協
店
舗
前
（
ミ
ル
ク
王
国
横
）
に
「
Ｊ
Ａ
道
青
協
活
動
支

援
自
販
機
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
が
取
り
扱
う
自
販
機
で
す

が
、
通
常
の
自
販
機
と
は
違
い
、
売
上
の
一
部
が
Ｊ
Ａ
道
青
協
へ
寄
付
さ
れ

る
自
販
機
と
な
り
ま
す
。

　
自
販
機
設
置
に
係
る
サ
ン
ト
リ
ー
の
目
的
と
し
て
は
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
た
北
海
道
農
業
へ
の
支
援
と
の
こ
と
で
す
。
農
業
振
興
や
担
い
手
の

育
成
、
消
費
促
進
な
ど
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
様
々
な
活
動
に
繋

げ
て
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
身
近
な
農
業
の

担
い
手
で
あ
る
Ｊ
Ａ
道
青
協
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
活
動
支
援
自
動
販
売
機
の

設
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
活
動
支
援
自
販
機
の
活
用
に
よ
り
「
農
業
振
興
」
や
「
担
い
手
育
成
」
な

ど
に
繋
が
る
、
様
々
な
活
動
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
農
協
へ
お
越
し
の

方
は
、
是
非
ご
利
用
お
願
い
し
ま
す
。

「ＪＡ道青協 活動支援自販機」の設置

　
７
月
21
日
㈭
青
年
部
で
は
、
乳
製
品
消
費
拡
大
を
目
的
と
し

た
、
さ
け
る
チ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
ス
プ
ー

ン
の
配
布
を
、
中
春
別
小
学
校
と
中
春
別
中
学
校
に
て
行
い
、

生
徒
教
職
員
合
わ
せ
て
全
１
７
３
名
に
配
布
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
経
済

や
日
常
生
活
な
ど
、
様
々
な
面
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
し
、
農

業
分
野
に
お
い
て
も
同
様
に
牛
乳
・
乳
製
品
需
給
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
解
消
や
緩
和
に
向
け
て
少
し
で
も
尽
力
し

た
い
と
い
う
思
い
や
、
地
域
の
方
々
と
の
関
係
を
絶
や
さ
ず
、

交
流
や
連
携
を
図
り
、
地
域
に
根
差
し
た
青
年
部
活
動
や
社
会

貢
献
を
図
る
た
め
、
今
回
、
乳
製
品
の
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
両
校
に
は
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
配
布
し
た
乳
製
品
に
つ
い
て
は
、
同
日
、
給
食
の
際

に
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
時
代
に
即
し
た
形
で
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活動をピックアップ
　年部青若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

Ｙｏ ｕ ｔ ｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

乳製品配布



3 なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

　
７
月
22
日
㈮
女
性
部
で
は
農

協
前
花
壇
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
花
植
え
の
際
に
マ
ル

チ
シ
ー
ト
を
張
ら
ず
に
作
業
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
雑
草
が

例
年
よ
り
も
多
く
生
え
ま
し
た

が
９
人
の
参
加
に
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
を
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

農
協
に
立
ち
寄
る
際
に
は
、

ぜ
ひ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

な
が
ら
花
壇
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活動をピックアップ
　性部女 助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏｎｇ　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ

花壇がきれいになりました

　
農
協
で
は
乳
製
品
消
費

拡
大
を
目
的
に
７
月
19

日
・
20
日
の
２
日
間
で
中

春
別
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
、
野
付
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の
生
徒

教
職
員
合
わ
せ
て
全
４
２

０
名
に
ミ
ル
ク
王
国
商
品

利
用
券
を
配
布
し
て
き
ま

し
た
。

　
雨
の
日
や
気
温
が
上
が

ら
な
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
夏

休
み
に
入
る
の
で
沢
山
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

乳製品消費拡大乳製品消費拡大



4なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

初
開
催
で
最
高
位
賞
獲
得

初
開
催
で
最
高
位
賞
獲
得
!!!!

　Ａセット・Ｂセットは別海のアイスクリーム
屋さん、ＣセットはＪＡオリジナル商品のス
イートポテトや乳製品。Ｄセットは、チクレン
ハンバーグ・牛ロースとバターをセット内容と
しました。
　段取りを確実に行ったこともあり、ミスなく
スムーズに梱包作業をすることができました。
　セット受注結果は下記の通りとなりました。

　沢山のご注文をいただき、誠にあ
りがとうございました。
　今後も青年部・女性部でより一層
協力し合い、更なる消費拡大を
図って参りますので、ご協
力の程よろしくお願い
致します。

梱包作業を実施しました
青年部・女性部合同お中元ギフトセットの梱包作業を７月27日㈬に行いました。

Ａセット（アイス） 214セット

Ｂセット（プレミアムアイス） 90セット

Ｃセット（スイーツ） 53セット

Ｄセット（肉・バター） 76セット

合　　　計 433セット



5 なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

開催日時：令和４年７月23日㈯
開催場所：中標津町　ホクレン根室地区家畜市場
審 査 員：岸　大輔 氏（一般社団法人 北海道酪農畜産協会 家畜登録改良部長）

　
７
月
23
日
㈯
中
標
津
町
ホ
ク
レ
ン
根

室
地
区
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
初
開
催

と
な
る
根
室
管
内
和
牛
共
進
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
一
般
社
団
法
人 

北
海
道

酪
農
畜
産
協
会 

家
畜
登
録
改
良
部
長

の
岸
大
輔
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　
総
出
品
頭
数
は
16
頭
、
中
春
別
和
牛

研
究
会
か
ら
は
野
矢
勝
己
さ
ん
、
片
野

大
介
さ
ん
の
２
戸
２
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
１
部
黒
毛
和
種
未
経
産
（
生
後
11

か
月
以
上
14
か
月
未
満
）
に
片
野
大
介

さ
ん
が
出
品
さ
れ
た「
ふ
く
は
な
ひ
さ
」

福
之
姫
×
安
福
久
×
平
茂
勝
が
２
位
に

入
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
高
位
賞
に
は
未
経
産
の

部
で
道
東
あ
さ
ひ
の
㈲
井
出
牧
場
が
出

品
さ
れ
た
「
の
ぶ
こ
４
の
５
」
福
之
姫

×
安
福
久
×
平
茂
晴
が
獲
得
し
、
経
産

の
部
で
は
当
和
牛
研
究
会
の
野
矢
勝
己

さ
ん
が
出
品
さ
れ
た
「
ゆ
り
ひ
さ
」
百

合
茂
×
安
福
久
×
平
茂
勝
が
獲
得
す
る

大
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　
初
開
催
と
な
っ
た
根
室
管
内
和
牛
共

進
会
は
牧
草
の
刈
り
遅
れ
な
ど
も
あ
り
、

出
品
頭
数
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
審

査
員
の
岸
大
輔
氏
が
各
部
の
序
列
に
対

す
る
細
か
な
説
明
や
毛
刈
り
の
仕
方
、

調
教
の
仕
方
な
ど
を
実
演
も
交
え
て
説

明
し
て
頂
き
、
生
産
者
や
関
係
団
体
職

員
共
に
勉
強
に
な
る
共
進
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
年
度
は
第
２
回
と
根
室
管
内

和
牛
共
進
会
は
続
い
て
い
く
の
で
、
更

な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第１回根室管内和牛共進会

中春別和牛研究会出品牛

最高位賞獲得牛

初
開
催
で
最
高
位
賞
獲
得

初
開
催
で
最
高
位
賞
獲
得
!!!!

№ 部 順位 名　　号 生年月日 個体識別番号 父牛名号 母牛名号 母父名号 母母父名号 出品者
1 1 2 ふくはなひさ R3.7.25 1650819134 福之姫 はなひさふく 安福久 平茂勝 片野　大介
2 5 1 ゆりひさ H28.8.2 1440515390 百合茂 あや 安福久 平茂勝 野矢　勝己

部 名    号 生年月日 父牛名号 母牛名号 母父名号 母母父名号 出　品　者
未経産の部 2 のぶこ４の５ R3.6.4 福之姫 のぶこ４ 安福久 平茂晴 道東あさひ ㈲井出牧場
経 産 の 部 5 ゆりひさ H28.8.2 百合茂 あや 安福久 平茂勝 中春別　　 野矢　勝己

成　　績
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なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

　
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
繁
殖
障
害
で
泌
乳
後

期
の
経
産
牛
２
頭
を
選
定
し
、
北
海
道
チ
ク
レ
ン
と

連
携
し
た
経
産
牛
の
肥
育
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
加
工
肉
（
品
）
の
原
料
不
足

に
よ
り
、
ひ
き
肉
原
料
と
し
て
、
経
産
牛
の
引
き
合

い
が
強
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
海
道
チ
ク
レ
ン
が
、

ホ
ル
雄
牛
肉
の
販
売
先
で
あ
る
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
向

け
に
、
新
た
に
取
組
む
事
業
と
し
て
中
春
別
地
域
生

産
に
よ
る
経
産
牛
の
販
売
拡
大
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
始
め
に
泌
乳
後
半
の
初
産
牛
と
５
産
目
の
２
頭
を

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
経
産
牛
肥
育
試
験
を
実
施

選
び
乾
乳
措
置
後
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
が
求
め
る
配

合
飼
料
Ｎ
Ｇ
Ｍ（
遺
伝
子
組
換
え
で
は
な
い
原
材
料
）

４
㎏
／
日
か
ら
給
与
を
始
め
、
そ
の
後
徐
々
に
増
量

し
な
が
ら
、
40
日
間
で
総
量
３
８
６
㎏
を
給
与
し
ま

し
た
。

　

出
荷
は
北
見
市
の
北
海
道
チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト
工

場
へ
搬
入
し
、
屠
畜
後
の
枝
肉
重
量
は
初
産
牛
で

３
３
６
㎏
、
５
産
目
牛
で
は
３
１
３
㎏
と
計
画
通
り

の
重
量
と
な
り
、
販
売
価
格
も
通
常
の
経
産
牛
取
引

価
格
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
北
海
道
チ
ク
レ
ン
で
は
、
同
工
場
で
ミ
ン

チ
材
に
よ
る
ハ
ン
バ
ー
グ
等
の
加
工
品
と
し
て
製
品

化
し
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
に
よ
る
消
費
委
員
会
へ
提

案
し
た
上
で
、
消
費
財
と
し
て
承
認
さ
れ
た
場
合
、

本
格
的
に
事
業
を
進
め
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
未
来
牧
場
と
し
て
も
今
回
の
試
験
結
果
を
踏
ま
え
、

共
和
育
成
セ
ン
タ
ー
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
内
の
経
産
牛
販
路
拡
大
に
向
け
、
農
協
販

売
課
、
北
海
道
チ
ク
レ
ン
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
連

携
し
な
が
ら
、
牛
肉
消
費
拡
大
に
向
け
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。



7 なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

　
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
11
日
㈪
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
北
部
セ
ン
タ
ー
よ
り
田
中
獣
医
師
を
招
き
、
子

牛
の
下
痢
・
肺
炎
治
療
に
係
る
処
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
田
中
獣
医
師
よ
り
、
子
牛
の
下
痢
は
何

が
原
因
か
知
る
こ
と
が
大
事
で
、
具
体
的
に
は
、
哺

乳
時
刻
・
回
数
等
の
給
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
適
正
な

代
用
乳
の
溶
解
温
度
、
一
定
の
ミ
ル
ク
給
与
時
温
度

確
認
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
病
気
の
少
な
い
健
康
な
子
牛
は
、
事
故

の
少
な
い
搾
乳
牛
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
疾
患

で
あ
っ
て
も
治
療
よ
り
予
防
が
大
切
!!
」
と
、
伝
え

て
い
ま
し
た
。

　
研
修
生
は
今
回
学
ん
だ
内
容
を
哺
乳
育
成
管
理
技

術
の
向
上
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
常
に
観
察
力
を

持
ち
な
が
ら
、
早
速
疾
病
予
防
対
策
に
取
組
ん
で
い

ま
し
た
。

子
牛
の
下
痢
・
肺
炎
の
治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
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　本誌４月号の「絵画コンテスト」のご案
内から約１ヶ月半の応募期間を経て、５月
31日に募集を終了いたしました。
　昨年に続きたくさんの応募があり、受賞
されなかった方々の作品も掲載させていた
だきます。

JA中春別乳牛改良同志会

絵画コンテスト

猪俣 葵晴さん（８才）　「牛」

中島さくらさん（10才）

　「ひなたぼっこ」

野矢 悠太さん（４年）
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福永 陽輝さん（７才）

　　　「うしのおさんぽ」

坂本 千咲さん（９才）　「うし」

坂本 咲帆さん（６才）

「かわいいうし」

●展示
　ＪＡ中春別正面玄関内に７月19日
㈫～８月31日㈬まで展示いたします。

（ 展示後作品の返却をご希望の方はＪ
Ａ中春別畜産課　橋本までご連絡下
さい。）
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令和４年度 JA役職員野球大会
　
７
月
30
日
㈯
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球
大

会
が
標
津
町
町
営
球
場
と
標
津
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
状
態
も
良
く
絶
好
の
野
球
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
中
春
別
は
12
名
で
参
加
を
し
、

１
回
戦
は
連
合
会
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、

５
回
コ
ー
ル
ド
７
対
０
で
十
数
年
ぶ
り

の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
回
戦
で
は
Ｊ
Ａ
計
根
別
と
対
戦
し
、

８
対
17
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
投

げ
て
は
藤
本
職
員
が
力
投
。
打
っ
て
は

工
藤
職
員
と
佐
藤
職
員
が
ラ
ン
ニ
ン
グ

ホ
ー
ム
ラ
ン
と
活
躍
を
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
中
春
別
は
２
回
戦
敗
退
と
な
り
、

結
果
は
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
が
優
勝
し
全

道
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ホームラン
打ちました!!
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 報告事項 
１　組合員の脱退について
２　職員の退職について
３　人事発令について
４　緊急事態発生対策及び火災発生対策機構図の変更について
５　令和４年度６月末財務状況について
６　令和４年度６月末購買事業実績について
７　令和４年度６月末子会社の財務状況等について
８　臨時休業について（孟蘭盆）
９　令和４年度６月末営農関連実績について
10　令和４年度経営継承・発展等支援等事業に係る需要額調査について
11　固定資産の取得について
12　令和４年度環境負荷軽減型持続的生産支援事業（エコ畜）に係る計画申請について
13　令和４年度ＪＡ中春別生乳生産目標数量の設定について
14　令和４年度Ｊミルク（酪農生産基盤強化総合対策事業）の実績について
15　令和３年度国産チーズ生産奨励事業の実績について

 議　　案 
１　㈱なかしゅんべつ未来牧場に係る資金の貸付について
２　ＪＡ住宅ローンの貸付について
３　令和４年度肥料高騰奨励対策について
４　リース契約について
５　令和４営農年度財産造成に伴う資金の貸付について
６　車両リース契約について

第６回 理事会の動き 令和４年７月25日㈪

　金融機関・振興局、コンビニエンスストアのほ
か、スマートフォン等のタブレット端末から決裁
アプリを用いて納税することができます。
　詳しくは根室振興局税務課までお問い合わせ下
さい。

根室振興局 税務課 〒087-8588  　　　　　　
根室市常盤町３丁目28番地

■課税に関すること（課税係） ☎0153-24-5479
■納税に関すること（納税係） ☎0153-24-5466

個人事業税・第１期の納期限は８月31日㈬です。
納期限までに必ず納めましょう。
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生乳汚染事故を無くそう！

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号
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10%

0%

100%

90%

80%

70%

60%
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40%

30%

20%

10%

0%

95.2%95.2% 99.7%99.7%
83.3%83.3% 80.3%80.3% 87.9%87.9%

98.8%98.8%

99.6%99.6% 99.5%99.5% 95.0%95.0% 92.4%92.4% 85.0%85.0% 79.6%79.6%

84.8%84.8% 78.7%78.7%
95.6%95.6%

83.4%83.4%
94.5%94.5%

90.2%90.2% 88.1%88.1% 91.4%91.4% 90.0%90.0%

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.0% 0.0% 1.3% 0.2% 1.0% 0.0%
1.6% 0.0% 5.8% 1.6% 2.2% 0.2%
3.2% 0.3% 9.6% 17.9% 8.9% 1.0%

95.2% 99.7% 83.3% 80.3% 87.9% 98.8%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.1% 0.3% 0.6% 0.4% 0.8%
0.0% 0.0% 0.7% 1.9% 2.7% 4.2%
0.4% 0.4% 4.0% 5.1% 11.9% 15.4%

99.6% 99.5% 95.0% 92.4% 85.0% 79.6%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.3% 1.7% 0.1% 0.2% 0.1%
2.6% 2.9% 0.9% 4.1% 0.7%

12.3% 16.7% 3.4% 12.3% 4.7%
84.8% 78.7% 95.6% 83.4% 94.5%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.5% 0.4% 0.4% 0.4%
2.2% 2.3% 1.6% 2.0%
7.1% 9.2% 6.6% 7.6%

90.2% 88.1% 91.4% 90.0%

中春別地区毎日体細胞（４～７月） 令和４年度地区集計（４～７月）

豊原地区毎日体細胞（４～７月）

気をつけよう！気をつけよう！
夫婦ゲンカは夫婦ゲンカは

ミスの元!!ミスの元!!

美原地区毎日体細胞（４～７月）

令和４年７月31日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0 件 2 件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、血
乳による汚染事故 0 件 1 件
異臭、異常風味による
汚染事故 0 件 0 件
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７月乳質乳価一覧表 ７月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 956.626 37.98 37.44 0.54
無 脂 乳 固 形 分 605.206 53.30 53.41 -0.11
生 産 者 補 給 金 6.4037 6.40 6.26 0.14
集 送 乳 調 整 金 2.0080 2.01 1.96 0.05
補 給 金 合 計 8.4117 8.41 8.22 0.19

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 2 334,057,496.9

3.76 3.74 0.02

ランク2 0 12,956,342.4
ランク3 -3 291,210.5

体細胞数
ランク1 2 314,551,435.9
ランク2 1 16,701,182.4
ランク3 -2 4,164,121.6

合　　　　　計 103.45 102.81 0.64

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 37円98銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 53円30銭
生 産 者 補 給 金 ③ 6円40銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 2円01銭

脂 肪 率
全道 3.97％
農協 4.09％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.81％
農協 8.77％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 99円69銭
農協 100円60銭

乳質乳価⑥
全道 3円76銭
農協 3円73銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 103円45銭
農協 104円33銭
差異 0円88銭

令和５年度農林水産予算概算要求に係る意見交換並びに国会議員への中央要請を実施

中春別酪農対策協議会

農林水産省および国会議員への中央要請
　
中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会
（
山
崎
浩
二
会

長
）
に
よ
る
農
政
運
動
を
７
月
27
日
㈬
～
７

月
29
日
㈮
に
か
け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
農
業
関
係
予
算
に
係
る
中
央

要
請
運
動
と
し
て
農
業
予
算
確
保
に
向
け
た

各
種
対
策
へ
の
提
言
や
要
望
等
を
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
精
力
的
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
畜
産
局
と
の
意
見
交
換
で
は

山
崎
会
長
よ
り
当
地
区
の
近
況
や
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
の
期
中
改
定
、
生
乳
出
口
対
策
の
強
化
、

環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た
持
続
的
生
産
支
援

対
策
（
エ
コ
畜
事
業
）
の
時
限
的
措
置
継
続
、

新
規
就
農
担
い
手
対
策
の
円
滑
な
事
業
取
り

進
め
や
外
国
人
技
能
実
習
生
の
現
場
の
実
態

に
即
し
た
運
用
見
直
し
、
草
地
整
備
の
予
算

確
保
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
国
会
議
員
へ
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
道
内

選
出
の
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議
院
議
員
を

中
心
に
要
請
を
お
こ
な
い
、
特
に
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
の
期
中
改
定
・
生
乳
出
口

対
策
の
強
化
、
環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た
持

続
的
生
産
支
援
対
策
（
エ
コ
畜
事
業
）
の
時

限
的
措
置
の
継
続
、
配
合
飼
料
安
定
基
金
制

度
の
運
用
見
直
し
等
に
つ
い
て
要
請
を
い
た

し
ま
し
た
。

（
要
請
者
）

中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会

　
会　
長　

山
崎　
浩
二

　
副
会
長　

牧
野　
修
二

Ｊ
Ａ
中
春
別

　
理　
事　

片
野　
大
介

　
事
務
局　

天
野　
拓
弥　
計
４
人
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各団体の詳しい取り組み内容については、
ＷＥＢサイトをご覧ください。

14

JAグループ通信
●ＪＡ北海道中央会

●ＪＡ北海道信連

●ホクレン ●ＪＡ北海道厚生連

●ＪＡ共済連北海道

なかしゅんべつ　2022（令和４）年８月号

　５月29日に開催された札幌コレクション（サツコレ）にＪＡグループ北海道のブ
ースを出店し、若年層に対する北海道産のお米と砂糖の消費拡大などのＰＲを行いま
した。
　当日は、北海道米LOVE又は、本会のInstagramをフォローして頂いた方に、道産
食材を使用した限定ガールズ小結（おむすび）２個セット100個、限定苺団子300個
をプレゼントし、多くの若者に足を運んでいただけました。
　砂糖の消費拡大・イメージアップに向けた「天下糖
一プロジェクト」のブースでは、OKASHI GAKUと
のコラボで缶入りケーキ「ふわ缶～ピンク～」を特別
価格で販売し、150個完売となる大盛況ぶりでした。
　今後も北海道の食と農への理解を促し、サポーター
づくりを進めるとともに、若年層への情報発信も強化
してまいります。

　ＪＡとＪＡ北海道信連との間で相互に職員を出向さ
せる「人事交流」をＨ22年度から実施しています。
　コロナ禍で中断していましたが、２年ぶりに再開し、
今回は「ＪＡそらち南」との人事交流です。この取り
組みを通じ、ＪＡバンク北海道の体制・機能強化と人
材育成を図ってまいります。

　全道150名様に当たる「特
産品カタログ」などのお得
な情報を配信中！「友だち登録」をお待ちしています！

　本年も地域社会貢献活動の一環として、道内各市町
村の消防本部に救急車を寄贈しています。
　今年度は、滝川消防署・弟子屈消防署・稚内消防署
に計３台を寄贈しました。
　今年度の救急車を含めると、寄贈台数は累計で215
台となりました。
　今後も行政とＪ
Ａとの連携を図り
ながら、組合員な
らびに地域住民に
安全・安心を提供
し続けるよう努力
してまいります。

　札幌厚生病院の本館入口に「タリーズコーヒー」が
オープンしました。帯広厚生病院に次ぐ２店舗目とな
ります。
　５月10日のオープン当初より多くの患者様などに
ほっとできる癒しの空間としてご利用いただいていま
す。
　札幌厚生病院にお越
しの際は、おいしい
コーヒーでリフレッ
シュしてみませんか？
　今後も地域の皆様に
愛される取り組みを
行ってまいります。

◆SAPPORO COLLECTIONに出店!!

◆人事交流

◆よりぞうクラブ北海道

◆３台の救急車を寄贈

◆札幌厚生病院で癒しの空間を提供

（写真は、昨年度実績です）

　７月２日㈯に札幌ドームで
行われた北海道日本ハムファ
イターズVSオリックスバフ
ァローズ戦に合わせて『北海
道米ななつぼしの日記念ホ
クレン北海道農業応援DAY』
を開催しました。
　当日は、北海道米の消費拡
大に向け「記念ブース」と

「日本酒試飲ブース」を設置
し、来場者へサンプル配布や
Instagramのプレゼントキャ
ンペーンなどを展開しました。

◆北海道米の消費拡大イベントを開催
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北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、

相互連携協定を結び、食農教育・社会貢献活動を展開しています！

コンサ・土・農園
ド ファーム

みんなのよい食ＪＡ親善大使

２０２１年度
の

活動内容

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、

相互連携協定を結び、食農教育・社会貢献活動を展開しています！

Vol.５

と は です!食農パートナー
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営農対策情報
根室農業改良普及センター

1 根室管内草地の土壌養分の現状

2 適正施肥への流れ

3 減肥の注意点

土壌診断を活用した土壌診断を活用した
適正施肥のすすめ適正施肥のすすめ

　草地の土壌分析値を調査した結果、リン酸、
カリの基準値超過が多い状況でした（図１）。
カリは原尿やスラリーに多く含まれています。
有機物の散布量や濃度に合わせた施肥を行うこ
とで、粗飼料品質の向上や経費削減につながり
ます。

　経費削減に資するため、土壌診断から始まる
一連の流れを図２に示しました。
　土壌採取を行う際には、化学肥料や有機物の
施用による影響が少ないと思われる最終番草収
穫後～有機物散布前の時期が適当です。採取方
法はＪＡや普及センター等にご相談ください。
　具体的な施肥設計案は省略しますが、土壌診
断の実施や有機物の適正利用、草地の植生状況
により最大で50%以上の肥料コストを削減で
きる可能性があります。

　減肥に取り組む際は、以下のことに注意しましょう。
　① 土壌分析値を見て施肥量を加減する方法は、下記ＱＲコードのリンク先をご参照ください。リン酸が

減肥できるのは３年間、カリは１年間のみです。
　② 有機物の肥料成分は農場毎や貯留条件等でばらつきが大きいため、なるべく分析しましょう。分析値

がない場合は表１を
使用します。　

　③ 有機物の散布は均一
に行いましょう。　

　④ 石灰は、土壌pHの
維持やカルシウムの
補給、肥効を高める
効果があるので通常
通り散布しましょう。

　肥料や飼料の価格が高騰しています。その対策には、飼料の自給率向上、粗飼料品質の向上、堆肥など
有機物の有効利用、施肥の見直しなどがあります。いずれも粗飼料生産に係る大事な部分です。今回は、
施肥の見直し方法についてご紹介します。

土壌診断による施肥設計手順
（北海道農政部HPへリンク）

図１　チモシー（TY）草地の土壌分析値分布割合（%）
　　　（n=3373、R１～R3年、根室管内、ホクレン調べ）
　　　※基準値は土壌区分により異なる。

注1）最終番草収穫後に施用する場合、当年とは施用翌年を指す。
注2）連用する場合には、2年目まで積算する。
注3）尿液肥の値は、雨水、雑排水等による希釈のない場合を想定。
注4）液状の有機物は事前に濃度を把握して利用することを原則とする。

（出典：家畜ふん尿処理・利用の手引き2004）

図２　適正施肥への流れ

表１　火山性土における分析値がない場合の有機物の肥料養分量（㎏/現物ｔ）

6.6

8.2

10.2

29.2

83.2

62.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カ　リ

リン酸

基準値未満

基準値内

基準値超過

① 土壌診断を行い、土壌中の養分量を把握する

② 施用する有機物の成分と量を把握する

③ 各草地のマメ科率・植生を把握する

④ ①～③を施肥のガイドラインと比較する

⑤ 不足する分を化学肥料で補う

有機物の種類 窒　素 リン酸 カ　リ
当年 2年目 当年 2年目 当年 2年目

堆　　　肥 1.0 0.5 1.0 0 3.0 0

尿　液　肥 5.0 0 0 0 11.0 0

スラリー・固液分離液・
メタン発酵消化液 2.0 0 0.5 0 4.0 0
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●【専攻科】酪農機械・施設学③ ―――――
　６月１日㈬酪農機械・施設学最終日、別海消防署
救急係 江崎 武 様による救急救命や農作業事故発生
状況・事故に応じた救助活動、ＡＥＤの使い方を含
めた応急処置について講習していただきました。
　非常にわかりやすく学生
の質問にも丁寧に回答して
いただき、充実した研修と
なりました。学生からも「ケ
ガに応じた処置の仕方がよ
く理解できました。実際に
事故が起きたときは、臨機
応変に慌てず対応したいと
思います。」という感想が聞かれました。
●【専攻科】酪農科学実験――――――――
　６月３日㈮から７日間開講されました。自分の農
場の乳房炎牛から採取した乳汁の細菌検査やサイ
レージ等の飼料水分簡易診断方法を学習しました。
　乳房炎牛の乳汁を培地で培養し、グラム染色、カ
タラーゼ検査やコアグラーゼ検査を行うことで、乳
房炎原因菌を同定し、更に薬剤感受性試験で抗生物
質の選択を行うということを理解できたと思います。
　３頭の乳房炎罹患牛は、
罹患初期の細菌の同定結果
と、現在の治療を進めてい
る状況下での乳汁を培養し
たものが、途中から菌交代
により別の細菌に罹患して
いたという事実も確認する
ことができました。
●【専攻科】乳牛管理学－特別講師講義――
　７月６日㈬乳牛管理学において有限会社ベッセル
より細田康太様・丹羽良将様をお招きし、搾乳機器
の衛生管理の重要性を知る一環として、「拭き取り
調査」について特別講義をしていただきました。
　自社で約20年前から取
り組んでいるＡＴＰスワブ
法による洗浄度の確認方法
で、ミルクラインやバルク
クーラー、ミルカーなどの
汚染部位の検査について具
体的に教えていただきまし
た。肉眼では気づくことが
ない場所の洗浄の不備によって、バルク乳の生菌数
や耐熱性菌の増大に繋がり、場合によっては牛乳を
廃棄する問題が起こるという例も示していただきま
した。

8 月
号

●【酪農経営科】校内技術競技大会――――
　６月23日㈭と24日㈮の２日間に渡り、令和４年
度の校内技術競技大会を実施
しました。
　６月23日㈭は農業鑑定競
技（畜産）、判定競技、農業
情報処理競技を行いました。
　農業鑑定競技は、40問の
畜産の知識や技術に関する実
物や写真の鑑定と計算問題を
解答します。最優秀賞・優秀
賞を受賞した５名は、８月８
日・９日に岩見沢農業高等学
校で行われる全道大会に出場
します。
　判定競技は、本年度新たな
試みとして実施しました。実物をみて、長さや重さ、
定量を判定し解答する競技です。生徒は戸惑いなが
らも一生懸命に問題を解答していました。
　農業情報処理競技は、パソ
コンを用いた打ち込み、文書
作成問題と記述問題が出題さ
れ、日頃の授業の成果を発揮
する機会となりました。
　24日㈮の家畜審査競技（乳
牛）では、審査員としてジェ
ネティクス北海道道東事業所
から間木野尚司様をお招きし
て乳牛審査と勉強会を担当し
ていただきました。審査の前
には乳牛の見方について、終
了後には１、２年生の生徒た
ちにより専門的な部位の比較
方法と講評の仕方、リード方法を指導していただき
ました。
　今年度も本校卒業生の佐藤牧場より育成牛４頭を
お借りして、審査の際は生徒自ら乳牛のリードを行
い、熱心に乳牛の序列と部位の順位付けを行いまし
た。生徒たちの乳牛に対する興味関心を高め、資質
の向上につながる事業となりました。
　各競技の校内最優秀賞、優秀賞は次のとおりです。
【農業鑑定競技（畜産）】
最優秀賞：3年小守　梓
優 秀 賞： 3年児島優斗、佐藤茉奈美、阪本愛

斗、矢内　歩
【家畜審査（乳牛）】
最優秀賞：3年阪本愛斗
優 秀 賞：3年芳賀柚月、児島優斗、工藤悠稀

【農業情報処理競技】
最優秀賞：3年矢内　歩
優 秀 賞： 3年宮西優太、3年児島優斗、１年

影山航大

農業鑑定競技の様子

情報処理競技の様子

判定競技の様子

家畜審査競技の様子

救命救急講習の様子

細菌培養用培地調整の様子

汚染度測定実験の様子
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ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

タテのカギ

ヨコのカギ

８月号のこたえ

１　 女郎花と書く秋の七草。同じ――科の植物にオ
トコエシというのもあります

２　頭隠して――隠さず
３　すいっちょんと鳴く虫
４　インフレのときに上がります
６　贈答品に付けます
９　風が吹くともうかるかも
10　 フェルメールの代表作『真珠の――の少女』
11　店の中に他の客はいません
13　薬の――は徐々に表れた
14　紙を燃やすと残ります
16　10を３回掛け合わせると

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

返信先：JA中春別 FAX76-2341（営農振興課宛）

２　 令和４年９月23日は――の日。国民の祝日で
す

５　 秋は稲や栗、ブドウなどいろいろな作物が――
を迎える季節です

７　竹や梅と並んでめでたい植物
８　幸水や豊水が広く作られています
９　 『赤ずきん』ではおばあさんに化けました
11　節約のために――簿を付け始めた
12　楽団の前でタクトを振ります
14　 お彼岸には掃除に行って手を合わせる人が増え

ます
15　ピンチなんです！
16　長く続けると足がしびれることも
17　――コーヒー、――フットボール

（出題）ニコリ

CA D EB

　正解者の中から抽選で10名の方に牛乳引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》 営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和４年８月31日㈬まで

※ ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。

※ ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

抽選で10名の方に

抽選で10名の方に牛乳引換券を
牛乳引換券をプレゼント!!
プレゼント!!

住　　所　〒

名　　前

電話番号



HPア
ド

レ
ス

  http://w
w

w
.ja-nks.jp

企
画

･発
行

／
Ｊ

Ａ
中

春
別

 営
農

振
興

課
 営

農
振

興
係

野
付

郡
別

海
町

中
春

別
南

町
3番

地
 TEL(0153)76-2241

印
　

　
刷

／
雨

宮
印

刷
株

式
会

社
JA中

春
別
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組合員の広場では、習字や俳句、短歌、絵画、写真など多数の作品を募集しております。
営農振興課 木下までお気軽にご連絡ください。

　
７
月
15
日
に
青
野
美
幸
さ

ん
が
育
て
て
い
る
イ
チ
ゴ
が

Ａ
コ
ー
プ
の
店
頭
に
並
び
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
け
ん
た
ろ
う
・

き
た
え
く
ぼ
と
い
う
品
種
を

育
て
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

　
１
９
９
５
年
か
ら
栽
培
を

始
め
て
い
た
、
イ
チ
ゴ
畑
に

も
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
鳥
獣
対
策
が
し
っ
か
り
さ

れ
た
畑
に
は
、
真
っ
赤
な
イ

チ
ゴ
が
沢
山
な
っ
て
い
て

と
っ
て
も
良
い
匂
い
が
し
ま

し
た
。
来
年
の
販
売
の
際
に

は
、是
非
、店
舗
に
立
ち
寄
っ

て
み
て
下
さ
い
。

　
７
月
中
旬
に
「
珍
し
い

花
が
咲
い
た
の
と
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
木
に

実
が
付
い
た
」
と
女
性
部

の
高
井
恵
美
子
さ
ん
か
ら

教
え
て
い
た
だ
き
、
お
宅

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

ト
ケ
イ
ソ
ウ
・
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
ど
ち
ら

も
寒
い
道
東
で
は
珍
し
く
、

冬
は
家
の
中
に
置
く
な
ど

対
策
を
取
り
、
愛
情
を

も
っ
て
手
入
れ
し
、
玄
関

先
で
元
気
に
育
っ
て
い
ま

し
た
。

　
他
に
も
庭
先
に
は
バ
ラ

が
旬
を
迎
え
て
お
り
、
鮮

や
か
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

いちご畑
青野さん

家の

花言葉は『聖なる愛・信心』


